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 要  旨 
背景 
近年、触覚をコミュニケーションやエンタテイメントに使用する研究が盛んである。その多
くは力覚あるいは皮膚変形に伴う振動感覚を伝えるものであった。しかし、力覚や振動覚のみで
はユーザの高まる欲求に応えるには十分でなくなるだろう。本論文では、触覚の中でも温度感覚
に着目した。音的ノイズの問題がなく低コストでの実装ができるためである。これまでにも温度
感覚を提示する手法に関する研究は幾つかなされてきた。しかし、その多くは皮膚上の 1 点の温
度を制御し、いかに物理的接触による温度変化を忠実に再現するか、という質感再現に主眼が置
かれ、その目的から指先への提示に限られていた。コミュニケーションやエンタテイメントへ
応用する場合、触覚の提示先は広範囲にわたることが考えられる。単純に広範囲に空間的な温
度提示を行うことを考えた場合、温度提示素子を多数用意することで提示すること自体は可能に
なる。しかし、提示素子を大量に取り付けた場合、装置の大型化は避けられない。広範囲への温
度提示はハードウエア的な障害が大きいと言える。 
目的 
身体への空間的な温度提示を行うための装置の大型化を避けるため、皮膚上で発生する錯覚現
象を用いることで、温覚提示を行う。具体的には、空間的な触覚提示手法として利用されている
「ファントムセンセーション(PhS)」を応用する。PhS の発生要件として 2 点への振動刺激が提
示された場合に生起することが知られている。本論文では、振動刺激を温度刺激に置換し提示し
た場合に生起する触錯覚「熱ファントムセンセーション(h-PhS)」の特性を明らかにする。 
方法 
被験者実験により h-PhS の特性を明らかにする。さまざまな条件での温度提示により h-PhS
の生起条件の検証を行った。・2 点への温度提示による熱源像の発生・温度提示のタイミングをず
らすことよる移動感覚の生起・温度の上昇速度による生起の様子、について実験を行った。 
結論 
振動感覚における PhS と同様に、h-PhS でも 2 点の刺激部位間に独立した 1 つの温度感覚を生
じることが確認された。また、熱源像の移動が知覚される、仮現運動が確認された。h-PhS の特
性を踏まえて温度提示を行い、錯覚現象を発生させることにより、装置の大型化を避けつつ、簡
便な装置での空間的な温度提示をすることが可能となった。 
